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現代の学生の疲労感に関する観察
一 自覚的疲労症状についての検討 一
An Observation on the Sense of Tiredness among Present Day Students 
-Examination of Its Self Consciousness -
佐々木ふさ
Husa Sasaki 
I はじめに
最近の学生について健康管理を的確に実施し，観察指導するためには，学生身心の状態を保
健学的，衛生学的立場から総合的に把握し，適切な生活管理並びに保健指導を行なって，充実
した学生生活が営まれるように配慮してやらなければならない。そのためには，学生の生活条
件や生活行動が身心にどのような影響を及ぼしているかを客観的に評価し，保健管理，指導の
ための基礎資料を必要とする。その意味において学生の疲労 ・性格を調査し，それを学生生活
条件と学校生活とのかかわりあいのうえで衛生学的に把えることは， 学校保健内容として極め
て重要な意義があるものと考え，学生生活条件と自覚的疲労症状について調査 ・性格テストを
実施してその検討を行ない，自覚的疲労症状の生活条件によってどのような変動がみられるか，
本学の学生を対象として， 学校の授業の午前と午後における自覚的疲労症状を5日間にわたっ
て継続調査し， 若干の興味ある知見について報告し，専門的分野から今後もその追跡調査研究
を望んでいるのである。
E 調査方法
I.調査対象
本学学生2年生で同一学科コースの182名を対象に，月曜から金曜の5日間について調査し
た。 5日間をとおして調査できた者は182名であった。
対象者の年令は19才から20才である。
2.調査方法
自覚的疲労症状を授業の午前， 午後の2回にわたって5日間継続して調査した。なお調査の
方法，及び調査時点は次のとおりである。
(1）方法（図l参照）
産業疲労研究会の「自覚症状し らべ （1970)J を用いた。 I群10項目は 「ねむけとだるさ」に
関するもの， E群10項目は「注意集中の困難」 に関する もの，国群10項目は「局在した身体違
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和感」に関するもので，全体で30項目からなっている。
(2）調査時点（表1参照）
時間割の都合で，授業後の調査時点は調査日によって異っている。各調査日の授業内容は，
すべて教室内での講義，または実習終了である。
表1 調査時点
一～～～一一 午前授業後 午後授業後
第 1日 （月） 12: 30分 16: 30分
第2日 （火） 12: 30 16: 30 
第3日 （水） 12 : 38 16: 30 
第4日 （木） 12: 30 16: 30 
第5日 （金） 12: 30 16: 30 
(3）調査期間
昭和54年9月17日（月）～9月21日（金）
自覚症状しらベ
図1 「自覚症しらべ」調査表
昭和 54年 月 日（ 限日）午前・午後 時 分現在
（学生番号・ ） 
I 
A いまの貴女の状態についてお聞きします。次のようなことがあったらO，なかったら×を右枠の中につけて下さい。
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全身がだるい
足がだるい
あくびがでる
頭がぼんやりする
ねむい
目がつかれる
動作がぎこちない
足もとがたよりない
4黄になりたい
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考えがまとまらない
話をするのがいやになる
いらいらする
気がちる
物事に熱心になれない
ちょっとしたことが思いだせない
することに間違いが多くなる
物事が気にかかる
きちんとしていられない
根気がなくなる
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E頁が＼＼たい
肩がこる
』要がいたい
息苦しい
口がかわく
声がかすれる
目まいがする
まぶたや筋肉がピクピクする
手足がふるえる
気分がわるい
B いま貨女の疲労感（疲れをどのくらい感じているかということ）についてお聞きします。
仮りに 「非常にさわやかで疲れを全く感じない」 という状態を〔1〕とし「疲れがはげしくてもうこれ以上働けない」
という状態を〔9〕とすればいまの，貴女の疲労感はどのくらいですか。その数字をOで囲んで下さい。
2 3 6 7 8 9 4 5 
疲れている →← 疲れていない
E 調査結 果
自覚的疲労症状の訴え率は，次の算出方法で求めている。
群I 
平
訴え率＝
その対象集団の総訴え数
対象集団人数
×100 (%) 
表2 自覚的疲労症状各項目別の訴え率 N=182 
項目
訴え率%
群 項目
訴 え率 %
群 項目
訴え率%
午前午後 午前 午 後 午 前 午後
1 24. 7 8.4 11 10.3 3.8 21 9.3 5.6 
2 1. 8 3.8 12 3.1 1. 2 22 24.0 9. 1 
3 4.2 1. 7 13 4.9 1. 1 23 8.2 4.6 
4 17.0 5.3 14 10.0 1. 9 24 4.9 2.5 
5 25.6 5.9 15 1. 9 3.3 25 1. 4 6.0 
6 34.2 8.9 
I 
16 8.8 3.3 
匝
26 10.8 3.4 
7 24. 1 6.3 17 3.9 1. 9 27 4.2 2.3 
8 2.6 0.3 18 11. 9 1. 4 28 3.4 1. 2 
9 1. 3 1. 3 19 3. 7 0.8 29 0.3 0.3 
10 20.3 6. 1 20 16. 1 2. 7 30 5. 7 2.3 
均 16.6 6.0 平 均 9.2 2.2 平 均 7. 7 3.9 
表3 各調査日の自覚的疲労症状各群別の訴え率
じミ三 午 日リ 午 後訴え 率 % 訴え率 %I I 皿 I I 皿
第1日 （月） n=l82 24.2 16. 7 1. 0 o. 7 0.4 1. 5 
第2日（火） イシ 19.8 11. 6 8.4 6.6 1. 9 3. 7 
第3日（水） ’， 22. 1 1. 4 8. 7 3.9 1. 8 3.8 
第4日（木） ， 12.8 5.0 7. 7 2.8 1. 6 3.8 
第5日）（金） ’， 4.4 1. 4 2.5 10. 3 5.3 6. 7 
5日間平均 16. 7 9.2 7. 7 6.0 2.2 3.9 
1. 自覚的疲労症状の訴え率と症状群の構成 （表2，表3参照）
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182名のI・ I・皿群の訴え率は，午前授業ではそれぞれ16.6%, 9. 2 %, 7. 7 %，午後授
業ではそれぞれ6.0%, 2. 2%, 3. 9%であった。各項目別にみると，I群では午前・ 午後授業
とも訴え率がかなり高く，10項目中7!ft目24.1%で，E群では「14気がちる」 「20根気がなく
なる」， E群では 「22肩がこる」， 「25口がかわく」という項目に訴え率が集中しており， 午前
．午後の授業とも大体同様の傾向がみられた。
症状群の構成（症状群の訴え率の順序関係）についてみると授業の午前，午後ともに 「吉竹
氏J （労働科学研究所） のいう「I> I＞皿J型，すなわち精神作業型となっている。各調査
日ごとにみても， 12調査例（それぞれの調査時点をl例とする）ともすべて「l>Il>il」型
となっているのでトある。
2.自覚的疲労症状の訴え率の変動 （表4参照）
月曜日から金曜日までの 5日間をとわして調査できた 182名について，I・ I・ il群の訴え
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率の変動を日内変化度すなわち各調査日の午後授業訴え率と午前授業訴え率の差で，各個人の
それぞれの訴え数の差によって検討してみると，月曜日のE群の訴え率のみ午前授業が有意に
高くなっている。
週内変化度すなわち金曜日の午前授業の訴え率と， 月曜日の午前授業の訴え率の差で，各個
人のそれぞれの訴え数の差による検討では，各症状群とも著しい差は認められなかった。
表4 自覚的疲労症状各群別の訴え率
一一一一一一一一一一 月 火 * 木 金
I 午前
24.2 19.8 22. 1 12.8 4.4 
午後 o. 7 6.6 3.9 2.8 10.3 
I 
午前 16. 7 1. 6 1. 4 5.0 1. 4 
訴え率%
午後 0.4 1. 9 1. 8 1. 6 5.3 
国
午 前 1. 0 8.4 8. 7 7. 7 2.5 
午 後 1. 5 3. 7 3.8 3.8 6. 7 
N 考察
本来 「疲労」という現象は，複雑かつ多岐にわたるものなので， 身心の機能の変化，作業能
率の低下， 疲労感の発現を含めた広範囲の事象として理解されている。しかし疲労現象の調査，
測定には多種多様の検査方法がある反面， 決定的な検査法は未だにな く疲労現象の統一的な把
握は困難なのである。
疲労現象のなかで主観的疲労である 「疲労感Jは，疲労に関する基本的重要事項であると考
えるが，客観的に数量化することが困難で、あることから， 十分な解析がなされているとはいえ
なPoそのなかでも特に学生を対象として，学校生活のなかでの疲労感を調査したものは殆ん
ど見当らないといってもよいであろう。
学校は教育を目的とし，機能とする場であって， 学生の身心はつねに健康的に確保され，か
っ学習能率の向上が図られなければならないのである。そのためには学生は疲労感のない状態
で登校し，健康的な学校生活を送ることが基本的条件であると考える。このような観点から，
学生の授業前後における自覚的疲労症状を調査してみたのである。
学生の自覚的疲労症状の訴え率は， I群の 「ねむけとだるさ」に関するもの，すなわち疲労
の一般的症状に関する訴え率が授業の前後とも最も高くなっていた。症状群の構成についでみ
ても授業の前後とも「I>I＞皿」型（I-do mihaht型）， すなわち精神作業型となってい
るのである。自覚される疲労症状のなかでは，E群の「注意集中の困難Jに関するものが最も
重要な意味を有するものと指摘している。 学生の授業前のE群の訴え率は，女子事務作業者の
作業前のそれに比べでかな り高く 授業の前後とも 「物事に熱心になれない」 「根気がなくな
る」の2項目の訴え率が持に高くなっていることにi主目 しなければならないであろう。
症状群の構成は授業前からすでに精神作業型を示し，しかもE群では特定の項目に訴え率が
集中していることは，学校外での生活に問題があるのではないかと考える。このことは 1年前
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に調査した睡眠時間，朝食摂取の有無，家庭環境の3条件を取りあげ， それぞれの生活条件別
の自覚的疲労症状の訴え率と比較してみると， I ・ I・ il群ともその差が認められ午前授業の
訴え率の差が大きく，睡眠時聞が少ない者や，朝食欠食者の訴え率が高いことから考えてみて
も，学生の生活条件の疲労感に及ぼす影響が大きいことが推察されるのである。
自覚的疲労症状の訴え率の変動では，各症状群の日内変化度，週内変化度ともに殆んど有意
の差は認められなかった。これは本調査対象者の学校生活は精神的学習を主としているが，学
習疲労の回復を図るための休憩時聞が適度に配分されていると，授業後の調査時点が12時30分
から15時50分よりも繰りさげることが可能となり，この時間帯は調査時点として比較的早かっ
たものと考えられる。
自覚的疲労症状調査の成績は，疲労感発生を左右する要因と， 一定度の疲労感に基づきこれ
を質問に応じて訴えさせるか，否かを左右する要因とによってきまると考えられるが， 疲労の
自覚症状が高次の中枢性の疲労であるとするならば，意識される自覚的疲労症状はそれの反映
として重要な意味をもつものと考える。したがって学生の疲労感の把握は，学校保健管理にも
直結し，生活指導や保健指導のうえで重要な要素をなすものであると考えることができょう。
関連調査として最近， 学生の中に疲労が原因とみられる身体面検査にとどまらず， 心理的検
査も必要であろ う。昭和53年度の札幌市の小学校 ・中学校で，個別的保健指導の的確な把握の
ために基礎的調査の一環として，現在多く使用されている「YG性格検査一般用Jを用いて実
施し，学生の実態を考察し今後の指導に役立てたいと考えている。
参考資料1
Y-G検査プロフィ ールの五典型
典 型 英 コE五ロ 名 形による名称
因 子
管緒♂r・r；寄 号会理r.ci苦 曹R T A讐
A 型 Average Type 平均型 平 均 平 均 平 均
B 型 Black List Type 右寄 り型 不 安定 不 適 応 外 向
c 型 Calm Type 左寄 り型 安 疋ームー 適 応、 内 向
D 型 Director Type 右下がり型 安 p疋~ 適応又は平均 外 向
E 型 Eccentric Type 左下がり型 不安定 不適応又は平均 内 向
参考資料2
プロフイール型の分布
小学校
沿ぞ A型 （平均型） B型 （応不i安R極定型不適） C型 （極安型定適）応消 D型（安定積極型） El);!i (I不7芯v安肖担定雇主不E適） 計A A' A" B B' AB c C' AC D D’ AD E E' AE 
男 16.名~) 25 42 4 25 14 31 17 47 14 15 15 9 25 18 
( 5 ( 7. 9) (13. 2) ( 1.3) ( 7. 9)( 4.4) ( 9.8) ( 5.4) (14. 8)( 4. 4) ( 4. 7)( 4. 7)( 2. 8)( 7. 9)( 5. 7)
317 
20 20 38 7 41 15 20 19 35 8 14 16 10 31 20 
女
( 6. 4) ( 6. 4) (12. 1) ( 2. )(13.1) ( 4. 8) ( 6. 4)( 6. 1) (11. 1) ( 2. 5)( 4. 5) ( 5. 1)( 3.2) ( 9. ) ( 6. 4)
314 
36 45 80 11 66 29 51 36 82 22 29 31 19 56 38 
全
( 5.7) ( 7.1) (12. 7) ( L 7) (10. 5)( 4.6) ( 8. 1) ( 5.7) (13. 0) ( 3. 5)( 4. 6) ( 4. 9) ( 3.0) ( 8.9) ( 6. 0) 
631 
男 83 (26. 1) 43 (13. 6) 95 (30. 0) 44 (13. 9) 52 (16. 4) 317 
女 73 (24. 8) 63 (20. 1) 74 (23. 6) 38 (12. 1) 61 (19. 4) 314 
主r、 161 (25. 5) 106 (16. 8) 169 (26. 8) 82 (13. 0) 113 (17. 9) 631 
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中学校
ゐぞ A 型 B 型 c 型 D 笠I E 型A A' A" B B' AB c C' AC D D' AD E E' AE 計
男 ( ：.名1指） 
11 10 10 15 5 15 5 16 19 16 11 4 14 4 
( 6. 9)( 6. 3)( 6.3) ( 9.4) ( 3. 1) ( 9.4) ( 3.1) (10. O) (11. 9) (10. O) ( 6.9) ( 2. 5)( 8.9) ( 2.5) 
160 
女ー
1 7 9 3 17 8 9 5 9 19 16 9 6 5 7 
( 0.7) ( 5.4) ( 6.9) ( 2. 3)(13. 1) ( 6. 2) ( 6. 9) ( 3.8) ( 6. 9)(14. 6) (12. 3) ( 6.9) ( 4. 6) ( 3. 8)( 5. 4) 
130 
全
6 18 19 13 32 13 24 10 25 38 32 20 10 19 11 
( 2.1) ( 6. 2)( 6. 6)( 4. 5) (11. 1) ( 4.5) ( 8. 3)( 3.4) ( 8. 6)(13. 1) (11. 0) ( 6. 9) ( 3. 4)( 6.5) ( 3. 8) 
290 
男 26 (16. 3) 30 (18. 8) 36 (22. 5) 46 (28. 8) 22 (13. 8) 160 
女 17(13.1) 28 (21. 5) 23 (17. 7) 44 (33. 8) 18 (13. 8) 130 
ノ主ヘ 43 (14. 8) 58 (20. 0) 59 (20. 3) 90 (31. 0) 40 (13. 7) 290 
参考資料3
中学生・高校生 ・大学生のY-G
尺度得点平均と標準偏差
＼＼ 
中 品守二 3, 807名 高 校 2, 241名 大 学 6, 110名
男 1, 995名 男 l, 129名 男 4, 136名
女 1, 812名 女 l, 112名 女 1, 974名
M σ M σ M σ 
D 
男 9. 48 4.45 9. 92 5. 31 11. 23 5. 51 
女 10.43 4. 95 10.93 4. 89 11. 73 5. 25 
c 男 9. 71 4.13 9. 87 4. 67 9. 98 4. 99 
女 10. 19 4. 12 11. 03 4.54 10.33 4. 97 
I 
男 9. 31 4. 41 9. 42 5. 05 8. 97 5.52 
女 10. 23 4.44 10. 77 4. 91 9. 00 5. 38 
N 男 8. 80 4. 24 9.40 5. 07 9. 72 5. 35 
女 9. 35 4.44 9. 95 4. 70 9. 76 4. 86 。 男 8. 48 3. 88 7. 66 4.11 8.11 4. 38 
女 8. 94 4. 03 8. 24 3. 92 8. 36 4. 06 
Co 
男 9. 75 3. 69 9. 01 3. 98 8. 34 4. 06 
女 9. 59 3. 83 8. 68 3. 88 6. 88 3. 81 
Ag 
男 11. 74 3. 65 10. 77 3. 90 10. 87 4. 25 
女 11. 06 3. 64 10. 77 3. 83 10. 45 4. 20 
R 男 11. 58 3. 94 10.44 4. 57 9. 96 4. 85 
女 10. 70 3. 94 9. 86 4.44 9.10 4. 67 
G 
男 11. 69 4. 09 10. 92 4.61 10. 85 5. 16 
女 11. 64 4. 09 10.86 4. 48 10. 70 5.11 
T 男 10.17 4.15 9. 98 4.31 8.16 4.62 
女 10.15 3. 91 9. 69 4.16 8. 08 4. 53 
A 
男 9. 32 4. 21 8.47 4. 74 8. 52 5. 53 
女 9. 57 4. 29 8.30 4. 78 8.42 5. 29 
s 男 10.89 4. 04 9. 79 4. 70 10. 23 5.48 
女 10.68 4. 26 9.14 4. 63 10.40 5. 28 
参考資料4
教師評定とY-G尺度との関係（x2)
＼ 授真面業中目のさ 授極業的中発の 学業成績 友人数 リーダー f中のよさ IJ'.がらかさ 喧 目撃積 言 シ y ブ。
2 7 9 13 12 24 5 5 10 6 7 13 4 12 16 3 7 10 5 4 9 4 5 9 
s 4 4 7 13 7 21 3 3 6 6 4 10 11 9 20 1 6 7 8 12 20 8 3 11 
6 10 16 26 19 45 8 8 17 12 11 23 16 21 36 4 12 17 13 16 29 12 8 20 
5 3 7 2 7 8 5 7 12 2 7 9 4 2 6 3 2 5 7 4 11 3 4 7 
T 2 3 5 1 3 4 .3 8 10 2 1 3 1 5 6 1 11 12 2 16 17 8 3 11
7 6 13 3 10 13 8 15 23 4 8 12 5 7 11 4 13 17 8 20 28 11 7 18 
2 8 10 1 8 9 4 7 11 3 3 6 1 4 5 3 5 8 10 6 16 2 3 4 
D 8 10 18 1 1 2 6 2 9 3 7 10 6 6 12 10 15 25 1 7 7 7 5 12
10 18 28 2 8 10 10 9 19 6 10 16 8 10 18 13 19 33 11 13 14 8 8 16 
3 5 8 3 2 6 7 2 9 1 8 9 2 1 4 1 2 4 2 5 7 7 3 10 
c 6 6 13 4 2 6 5 4 8 4 7 10 3 8 10 2 8 10 12 2 14 4 2 6 
9 1 21 7 5 12 12 6 17 5 14 19 5 9 14 4 10 14 15 7 22 11 5 16 
3 3 7 12 6 17 4 7 11 1 8 9 5 5 9 2 6 8 3 4 7 16 2 18 
R 5 1 6 5 6 11 2 0 2 7 1 8 11 4 15 3 4 6 6 2 9 2 1 3 
8 4 12 16 12 28 6 7 13 8 10 17 16 9 24 5 10 15 10 6 16 18 3 21 
1 2 4 13 5 18 3 1 4 2 6 8 10 7 17 5 5 10 2 7 9 3 1 3 
G 5 0 5 15 3 18 8 4 12 2 6 8 6 7 13 1 4 5 3 4 7 4 2 5 
6 3 9 28 8 35 11 5 16 5 11 16 16 14 29 6 9 15 6 1116 7 2 9 
1 2 3 2 6 8 0 1 2 0 7 8 4 5 9 4 3 6 5 5 10 3 1 4 
A 8 4 12 20 8 28 7 2 9 5 5 11 17 10 27 2 5 7 4 2 6 6 3 8 
9 6 15 22 13 36 7 4 11 6 13 18 21 15 36 6 8 14 8 7 16 9 3 13 
5 8 13 4 9 13 1 6 7 1 8 9 4 5 8 1 1 2 5 6 11 6 5 11
6 7 13 8 6 15 11 5 17 4 7 11 5 17 22 5 2・ 7 2 3 5 8 1 10 
11 15 26 13 15 27 13 11 24 5 15 19 9 22 30 6 3 9 7 9 16 14 7 21 
1 2 3 1 1 2 2 2 4 1 2 3 5 0 5 1 7 8 6 2 6 5 8 13 
N 5 5 10 1 2 3 2 3 5 10 4 14 7 3 10 2 1214 8 8 16 1 2 4 
7 7 13 2 3 5 4 5 9 11 6 17 12 3 15 3 19 22 13 11 24 6 10 17 
6 8 14 3 7 10 3 5 8 2 10 12 9 4 12 7 6 13 3 2 5 6 1 6 。1 2 3 0 2 2 7 3 9 1 6 7 2 3 5 2 8 9 5 3 9 1 3 4 
7 10 18 3 9 12 10 7 17 3 16 19 10 7 lY 9 14 23 8 5 14 7 3 10 
3 2 5 2 2 5 5 3 8 3 5 8 23 6 5 2 6 8 3 11 2 1 3 
Ag 9 1 10 6 2 8 7 4 11 3 4 7 4 1 6 4 4 8 7 18 9 3 13 16 
12 3 15 8 4 13 11 7 19 6 9 15 6 5 11 8 6 14 15 5 20 5 14 18 
6 5 12 13 12 25 11 4 15 6 5 11 1 6ι7 12 3 15 6 6 12 3 5 8 
c。 4 10 14 4 1 5 8 5 13 4 4 8 8 3 11 5 7 12 2 2 4 5 2 6 
10 15 26 17 13 30 19 9 28 10 9 20 9 9 18 17 10 27 7 9 16 7 7 14 
本学学生は，全般に， D型18歳19.7%, 19歳21.4%,A型18歳10.2%, 19歳11.5%と平均
均型で安定適応型が多いことがわかる。
表5 y G性格テスト実施結果
よI A 型 I B 型 I c 型 l D 型 I E 型 f 品
l A l A'I A"I B I B’l AB I c I c’I AC I D I D〆lADIE I E'IAEJ 言
18 I 9 I 12 I 18 I 10 I 15 I 11 I 4 I 6 I 8 I 21 I 35 I 10 I 3 I 6 I 3 I 1ワウ
'( 5.1)1( 6.8)1(10.2)1( 5.6)1( 8.5)1( 6.2)1( 2.3)1( 3.4)/( 4,5)/(15.3)/(19.7）／（尽6)1( L 7)1 ( 3. 4)1 (1. 7)1 ＇川
1< 3.;)I( /!)I」（ 3.:)1( 4.:J 4.:)1（品 3.;i品1/:)1(2/!ilt
18 l 39 J 36 I 18 I n I 12 I 17 7 
I 43 I 23 I 33 I n I 11 I 132 
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VI おわりに
本学学生182名を対象に，月曜日から金曜日までの5日間「自覚的疲労症状調査j （産業疲
労研究会の自覚症状調べ）を，午前授業， 午後授業の 2回にわたって実施し考察を試みたので
あるが， その結果つぎのようなまとめをする ことができょ う。
1 182名の自覚的疲労症状の訴え率は， 30項目全体にわたってみると午前授業，午後授業
の症状群の構成は授業の前・後とも「I>I>IIJ型（精神作業型）となっていて，各調査時
点での症状群の構成もすべて精神作業型となっている。
2 月曜日から金曜日にかけて調査できたが， 182名の自覚的疲労症状の訴え率の変動を日
内変化度と週内変化度で、みるかぎり，I・ II・III群とも有意の差は認める ことはできなかった。
3.現代の学生のおかれている環境は決して良いものとはいえない。最近の報道にみる自殺
や非行の記事がマスゴミをにぎわしているし，情報化社会の刺戟が氾濫し，情緒不安定や緊張
状態の継続，そして非活動な生活環境である。しかしこのような悪環境の中にある今日こそ，
「心身ともに逗しい人間」であるべく ，その姿を求めていかなければなら ないのであろ う。今
回は，自覚的疲労症状と， YG検査の実施から学ぶことにより相関関係の重要性を改めて痛感
させられるとともに，これからの個別的保健指導並びに管理指導の内容を十分検討して望まし
い学生の保健指導の効果を高めることに尚一層の努力が大切であることを感じたのである。
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